


3 敷地内空地を確保し樹木等の植裁による緑化、または菜園の造成等が
図られるよう「建築物の建築面積の敷地面積に対する割合の最高限度J
を定める。

4 優良田園住宅として良好な住環境の形成に必要な敷地を確保するた
め、『建築物の敷地面積の最低限度Jを定める。

5 ゆとりのある街区を形成するため、敷地の道路に接する部分には生
垣・植樹等の植栽による緑化等が図られるよう、「建築物の壁面の位置の
制限Jを定める。

6 日照や眺望の確保と、整然とした家並みの形成を図るため、「建築物の
高さの最高限度Jを定める。

7 良好な街区景観の形成を図るため、地域にふさわしい色彩・色調等を
選定するよう定める。

8 優良田園住宅にふさわしい景観を形成するため、へいの高さ等の統一
化が図られるよう、「垣又は柵の構造の制限Jを定める。

2.地区整備計画

建築物等に関する事項

建築できる建築物は，建築基準法別表第2（い）項に掲げる第一種低層住居
建築物等の用途 専用地域内に建築することができる建築物のうち第1号に該当するもの（ー
の制限 戸建て住宅に限る。）及びこれに附属する物置・車庫であってこれらの合計床

面積が 50 d以内のものとする。

容積率の最高限
5 0%  

度

建ベい率の最高
30% 

※ 優良国園住宅の建設の促進に関する基本方針に基づき，建ペい率
限度

の下限は22%とする。

敷地面積の最低
300 rrf 

限度

I 
建築物の外壁文はこれに代わる柱（以下「外壁等」という。）の面か

ら敷地境界線までの距離はI.0 m以上とする。

2 建築物又は建築物の部分で次のいずれかに該当するものは，前項の規建築物の壁面の位
置の制限 定によらないことができる。

(1）物置その他これらに類する用途に供するもので軒の高さが2.3m 

以下のもので，かっ床面積の合計が5rrf以内であるもの。
(2）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が3. 0 m以下であ

ること。
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※補記 
容積率算定にあたっては
・建築基準法第52条第２項 
・建築基準法施行令第２条第１項第４号
・建築基準法第52条第３項
は、適用しない。 
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